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現在の幼稚園教育の実践的課題とその状況
一― (2)

夫雅岸山

1.は じめに (前稿の概要と本稿の課題)

前稿 (「現在の幼稚園教育の実践的課題とその状

況一― (1)」
(1))の
課題は,現 在の 「幼稚園教育要領」

(以下,現 「要領」と略記する)の 内容的特徴を検

討することによつて, これからの幼稚園教育の実践

的課題をピックアップすることであつた。この検討

においてピックアップできた実践的課題は,以 下の

通 りである。

① 遊 びの捉え方 (定義)に ついて共通認識をも

つこと

②  「ねらい」と「内容」,そ れに 「活動」のそ

れぞれの意味と関係を明確に把握し実践するこ

と

③ 環境は具体的な「ねらい」や 「内容」に相応

しく構成すること

④ 「ねらい」と「内容」は具体的に組織し,設

定すること

前稿ですでに指摘 したように,基 本的な内容が同
一のものと理解できる現 「要領」と1989年版の 「幼

稚園教育要領」(以下,前 「要領」と略記する)に

対する幼稚園教育関係者の評価は,概 ね好意的なも

のであつたと思われる。 しか し,前 「要領」が実施

されてか ら17年が経過 したが, この間, これらの

「要領」の考え方は幼稚園教育関係者に正 しく理解

され,幼 稚園教育実践の中に定着 してきているのだ

ろうか。本稿では,前 稿で示 した資料をもとに上記

の四つの観点から実践の状況を検証 し, この疑間の

解明を試みるつもりである。

2.現 在の幼稚園教育の実践的状況

(1)「 遊びの捉え方 (定義)に ついて共通認識を

もつこと」という観点から

遊びは,本 来自発的, 自治的, 自己目的的な活

動である。明治初期の幼稚園創設以来,幼 稚園教

育において幼児の発達と教育のために最も重視さ

れてきたのは 「遊び」である。それにもかかわら

ず,前 「要領」以前には遊びの捉え方 (定義)は

多様であり,そ れに対 してこうした意味づけがな

されることはほとんどなかつた
(2)。そのため,本

来の意味での遊びを幼児の活動の中心に捉えた幼

稚園教育実践が深められることもなかつたと言え

る
(3)。

前 「要領」の公示以降従来の流れは
一変するこ

とになる。

前 「要領」と現 「要領」は,遊 びを 「幼児の自

発的な活動」として定義 し,「幼稚園教育の基本

(環境を通 して行う教育)に 関連 して重視すべき

事項」の
一つとして,「遊びを通 しての指導を中

心として……ねらいが総合的に達成されること」

を掲げたからである。 「幼稚園教育要領」におけ

る遊びについてのこの変更を,当 時の文部省は昭

和63年の 「幼稚園教育課程講習会説明資料」 (文

部省が翌年に公示する新 しい 「幼稚園教育要領」

の趣旨を幼稚園関係者に説明するために用いた資

料)の 中で,つ ぎのように説明している
(4)。

従来は (前 「要領」以前では一
一 筆者注),

具体的なねらいを有効に達成するために,適

切な経験や活動を教師が選択 し,幼 児に行わ

せるようにすること,ま た幼児の生活経験や

興味 ・欲求に即するとともに,各 方向に偏 り2006.11.30  5そ現里
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なく豊かな経験や活動を営ませるようにする

こととしていたが,活 動の選択,展 開は主と

して教師だけの手にゆだねられているものと

受け止める傾向もみられた。

今回の改善 (前 「要領」の作成 ―― 筆者

注)に 当たつては,幼 稚園教育の基本の趣旨

に基づいて,幼 児の自発的な活動を促 し,主

体性を培う観点から具体的な活動の選択,展

開は適切な教師の援助のもとに幼児自身が行

うものであることを明確にすることとした。

教師は具体的なねらいや内容にふさわ しい環

境を構成 し,そ の環境に幼児がかかわつて生

み出すさまざまな活動に向かつて,幼 児が自

ら活動を選択 し,展 開 していけるように,幼

児と共に環境を常に適切なものに再構成する

などの必要な援助を行うものであるとするこ

ととした。

上記の引用内容から明らかなように,前 「要領」

では遊びの捉え方 (定義)は ,遊 び本来のもつ意

味と合致 したものとなつた。つまり,幼 稚園教育

における幼児の遊びとは,「幼児が自発的意志で

選択 し,展 開する諸活動」であるという捉え方

(定義)が なされるようになつたのである。

両 「要領」が幼稚園関係者から好意的に受け入

れられてきていたことは,す でに述べたところで

ある。それでは,遊 びについてのこの捉え方 (定

義)は 実践の中で正 しく認識され,そ れに基づい

た指導がなされてきているのだろうか。

平成 2年 度から平成 9年 度までの新潟県教育課

程研究集会実践研究報告書 (以下,「報告書」と

略記する)を 概観すると, 2年 毎の研究テーマは

以下のようになつていることが確認できる
(5)。

O平 成 2～ 3年 度 「幼稚園生活を通 して,幼 児

が発達に必要な経験を積み重ねていくには,

環境構成をどのように理解 し,行 えばよいか。」
〇平成 4～ 5年 度 「幼稚園において,幼 児が充

実 した生活を展開していくには,環 境をどの

ように構成 していけばよいか。」
○平成 6～ 7年 度 「幼児が環境にかかわって生

活を展開 し,発 達に必要な経験を積み重ねて

いくためには,幼 児の興味や欲求をどのよう

に受けとめ,環 境を構成すればよいか。」
O平 成 8～ 9年 度 「幼稚園において,幼 児の興

味や欲求に応 じ,幼 児とともに充実 した生活

をつくり出すためには,環 境をどのように構
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成すればよいか。」

平成 2年 度以降の 8年 間のテーマに共通 してい

る問題は, どう環境構成をするかということであっ

た。平成 2年 といえば前 「要領」の実施がスター

トした年である。この 「要領」では幼稚園教育の

基本に 「環境を通 して行う教育 (環境による教育)」

が掲げられた。

確かに前 「要領」はそれ以前のものを大きく変

更するものであったが,「環境による教育」それ

自身は,必 らず しも新 しい考え方ではない。幼稚

園教育の目的を示 した昭和22年制定の 「学校教育

法」第77条には,す でに 「幼稚園は,幼 児を保育

し,適 当な環境を与えて,そ の心身の発達を助長

することを目的とする。」(傍点筆者)と 示されて

いる。 したがって,「環境を通 して行う教育」は

戦後一貫 した幼稚園教育の基本的な立場だつたと

見ることができるからである。

これまで筆者は,前 。現 「要領」の基本的な特

徴は,「活動」観と,「活動」と 「指導」との 「関

係」観にあると指摘 してきた。もう少 し具体的に

言うならば,幼 稚園における幼児の活動の中心に

遊びを位置づけ,そ こでの指導を主として遊びを

通 して行われるものとしたところに,そ の基本的

な特徴があるということである。こうした理解を

踏まえるならば,「環境を通 して行う教育」といっ

ても,そ れは多義的な意味をもつ言葉であること

が想像される。なぜならば,幼 稚園における幼児

の活動の中心に遊びをおくか,そ れとも課題的な

活動 (教師が一定の意図をもつて選択 した活動)

をお くかによつて,ま た,「活動」と 「指導」と

の関係をどう捉えるかによつて,そ の意味が大き

く異なつてくるからである。

「報告書」をみる限 り,上 記の 「活動」観と

「関係」観が十分に理解されることなく 「環境を

通 して行う教育」がクローズアップされたため,

「環境構成」に実践的関心が向けられて しまった

ようである。その証左として,「報告書」に載せ

られた, この研究集会における指導助言者の指導・

助言の一部を引用することにする
(6)。

幼稚園を訪問して感 じること

新教育要領改訂 2年 目に入ったが,現 場で

は次のような不安や戸惑いがみられる。

○活動が決まっていて,そ のための環境を考

えた従来の保育から抜けきれていない。
O子 どもの思いと教師の思いが違つたりする
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と,焦 りを感 じてややもすると教師が引つ

張 りがちになる。

O活 動は環境とかかわることによつて幼児自

らが生み出すものと言われているが,遊 ん

でさえいれば良しとして傍観 したりする面

もみられる。子どもと共に遊びながら,一

人一人の子どもの育つているものに目を向

けて内面を見とり,何 を育てなければなら

ないのかを明確にすることが大切である。

こうした状況は,そ の後上越教育大学と新潟大

学の両附属幼稚園 (以下,そ れぞれ 「J幼 稚園」,

「N幼 稚園」と略記する)の 実践研究において克

服されたように思われる。この点で,「 J幼 稚園」

の1996年度の研究会紀要に掲載された実践研究と,

「N幼 稚園」の2003年度のそれは注 目されなけれ

ばならない。 「J幼 稚園」はその年度の研究テ
ー

マに 「幼児の自発的活動を支える指導の在 り方」

を掲げ,「N幼 稚園」は 「遊びを通 して,知 的好

奇心 ・探求心を育む」を掲げている。両幼稚園の

テーマに共通 していることは,幼 稚園における活

動の中`心に遊びを据え,そ れと指導との関係を実

践の中で具体化 しようとする姿勢である。

両幼稚園の姿勢を少 し丁寧に見てみよう。

「J幼 稚園」では,そ の研究紀要においてデュ
ー

イの 『学校と社会』におけるつぎの
一節を引用 し

ている。そ して,デ ューイの見解 (前・現 「要領」

の立場はそれと同じものであると思われるが)に

依 りながら,遊 びと指導との関係の実践的な究明

が表明されている
(7)。

子どもは,或 る潜んでいる活動の萌芽を大

人が漸次に抽き出すために多大の注意と熟練

をもつて接近せねばならぬというような純粋

に潜勢的な存在ではない。子どもはすでには

fλ曇言]窪易を1'ら鷲「8胃θT勇:≧32
指導をあたえるという問題なのである。指導

によらて,つ まり,組 織的にとりあつかわれ

ることによつて,子 どもの諸々の活動は,散

漫であつたり,た んに衝動的な発現のままに

まかせられていたりすることをやめて,諸 々

の価値ある結果へとむかうのである。

つぎに,「N幼 稚園」の場合である。その研究

紀要の一節につぎのことが記されている
(8)。

幼稚園教育要領は,「幼稚園教育の基本」

として 「幼児の自発的活動としての遊びは,

心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な

学習である」と述べ,「遊びを通しての指導

を中`心として」ねらいを総合的に達成するよ

う求めている。

この 「遊び」について,森 しげる氏は,そ

の共通特性として次の4項 目を挙げている。

①遊びは, 自由な活動である。

②遊びは, 自発的な活動である。

③遊びは, 自己目的的活動である。

④遊びは,喜び,楽 しさ,緊張感を伴う活

動である。

私たちは, これらの特性を遊びの中で追求

することが,真 の 「遊び」を子どもに保障す

ることにつながると考える。

したがって,音 楽遊び,歌 遊び, リズム遊

び,造 形遊び,体 育遊び,劇 遊び, 自然遊び

など,OO遊 びと称 しながら,実 際は教師が

ねらいを達成するために適 していると思われ

る活動を選び,子 どもが参加 しているだけの

活動は,「遊び的内容を含んだ設定活動」と

して 「遊び」と区別 したい。

私たちは,子 どもが自由を基底として,様 々

な楽 しさを膨らませ,意 欲的に遊びを創造 し

ていく 「遊び」を通 して,子 どもの知的発達

を育む教育を模索 していきたいと考えている。

この引用の中に示されている立場もまた,現 在

の幼稚園教育の実践的課題を的確に捉えた意欲的

なものである。

資料上の制約を承知 しながら新潟県内の幼稚園

におけるこの間の実践研究を概観すると, 自発的

な活動としての遊びが幼児の活動の中心であり,

その遊びを通 して教師の指導が行われるという前
。

現 「要領」の趣旨を踏まえつつ実践がなされるよ

うになつてきていることがわかる。

こうした動向に対 し,「N幼 稚園」におけるこ

こ2・ 3年 の実践 (研究)は どのように評価され

るべきものなのだろうか。実践 (研究)資 料を
′
も

とに率直に判断するならば,そ の実践は,前
。現

「要領」の趣旨に基づきなされているというより,

39年版 「要領」の趣旨に近いものなのではないだ

ろうか。なぜならば,幼 児の活動の中心に位置づ

けられているのが,本 来の意味での遊びとは思わ
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は指導案を書 く際に必要不可欠のものであるはず

なのに,な ぜこうしたことが起こるのだろうか。

活動と 「内容」とが同じものと混同されていると

ころに,そ の原因があると筆者は推測 している。

こうした混同は,同 園が作成 した 「す ぐに使え

るノ自然を生か した実践資料集」にも同じように

見られるものである (なお, この資料集の作成 ・

配布の意味については,後 述するつもりである)。

遊びを通 しての指導を中心に幼児期に相応 しい・

発達を図ろうとする前 。現 「要領」の立場は,必

らず しも課題活動や行事等を排除 しているわけで

はない。 しかし,幼 児の活動の中心においている

のは遊びである。 したがつて, この趣旨を踏まえ

た実践を実現するためにまず求められていること

は,遊 びとは何かということについて共通認識を

もつことである。明治初頭の幼稚園創設以来,そ

のことがないがしろにされ続け,そ のために幼稚

園教育の実践的な発展が妨げられてきたからであ

る。断片的な考察という謗 りを覚悟 してこれまで

の考察から見えてきた結論を提示するならば,ま

だそうした方向への確かな流れができた状況には

ない,と いうことではないだろうか。

3,「 附属幼稚園」における最近の実践 (研究)

についての見解

本稿でこれまで検討できたことは,予 定していた

内容の一部である。未検討の部分については別稿に

譲ることにしたい。残りの紙幅では,新 潟大学教育

人間科学部附属幼稚園 (以下,「附属幼稚園」と略

記する)の 科学教育を重視した最近の実践 (研究)

に対する,一 幼児教育関係者としての筆者の見解を

述べさせていただくことにする。

(1)「 領域」編成の変更について

「附属幼稚園」は,前 ・現 「要領」で 5つ に区

別されている領域を4つ の領域に編成し直してい

る。具体的には 「健康」,「人間関係」,「環境」,

「言葉」,「表現」の 5領 域から,「かがく」,「表

現」,「かかゎり」,「せいかつ」の4領 域へと変更

をしたのである。

それでは,文 部省は前 。現 「要領」における領

域編成の趣旨をどのように説明しているのだろう

か
( 1 0 ) 。

れないからである。つまり,同 園では,「遊びを

通して,『 科学的な感性』 『科学的なものの見方・

考え方』を働かせる保育 (傍点筆者)を めざして」

が研究主題として掲げられ,実 践研究資料の随所

に 「遊びを通 して…… 」や 「………をして遊ぶ」等

の文言がちりばめられているが,そ こでの活動の

中心は前 。現 「要領」に示されている遊びではな

く,基 本的には教師によつて予め準備された活動

のように思えるのである。幼稚園における幼児の

活動は,そ の活動を幼児が選択 したものか,そ れ

とも教師が一定の意図をもつて (この活動を通 し

てこんな経験をさせたいという意図をもつて)選

択 したものかによつて二つに分類することができ

る。前者は遊びであり,後 者が課題活動といわれ

るものであるが,教 師が予め準備 した活動も,た

とえ幼児が教師の働きかけによつてその活動に興

味をもつて取 り組んでいるように見えたとしても,

またその活動をしない自由が幼児に与えられてい

たにしても,そ れは遊びではなく,課 題活動であ

る。

筆者がこのように判断 した根拠を,実 践資料を

もとにいくつか上げてみたい。その根拠の第一は,

教育課程 (指導計画)が ,「ねらい」や 「内容」

ではなく,主 として活動によつて構成されている

ことである。一年前に配布された同園の 「教育課

程」のつぎの一節は, このことを裏づけてくれて

いる
(9)。

四季折々に姿を変える自然環境や関連する

行事に刺激を受けて遊びを展開していく子ど

もたち。指導計画では,そ うした季節ごとに

展開される子どもたちの遊びを集め,大 きな

まとまりにし,一 つずつにつながりをもたせ

て配置 した。当園では, このまとまりを 「活

動のまとまり」と呼ぶこととした。そ して,

それぞれのまとまりごとの 「ねらい」と 「内

容」を設定 した。

第二の根拠は同園における保育案 (最近,多 く

の幼稚園で一日の指導計画を保育案と呼んでいる

ようであるが,筆 者は指導案という呼び方の方が

適切だと考えている。なぜならば,指 導の中身は,

主として環境構成と援助だからである。)に 「内

容」(幼児に経験 してほ しい事項,あ るいは幼児

にしてほ しい経験を幼児ができるよう教師が指導

する事項)が 示されていないことである。「内容」
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幼稚園教育要領の第 2章 「ねらい及び内容」

において,各 領域に示されている事項は,幼

稚園教育が何を意図して行われるかを明確に

したものである。すなわち,幼 児が生活を通

して発達 していく姿を踏まえ,幼 稚園教育全

体を通 して幼児に育つことが期待される心情 ,

意欲,態 度などを 「ねらい」とし,そ れを達

成するために教師が指導 し,幼 児が身に付け

ていくことが望まれるものを 「内容」とした

ものである。そ して,こ のような 「ねらい」

と 「内容」を幼児の発達の側面からまとめて

以下の 5つ の領域を編成 している。

こうした趣旨に基づき,前 「要領」からは 6領

域が 5領 域に,そ して,領 域名が,「健康」,「社

会」,「自然」,「言語」,「音楽 リズム」,「絵画製作」

か ら,「健康」,「人間関係」,「環境」,「言葉」,

「表現」へと変更されたのである。領域数の変更

は,各 領域を 「学校教育法」第78条に掲げられた

5つ の幼稚園教育の目標に対応させたのであり,

また,領 域名を変更したのは,領 域が小学校の教

科と性格を異にするものであるにもかかわらず,

それ以前の領域名が小学校の教科名を紡彿させる

ものだったからである。

上記の趣旨に基づき編成された領域を,「附属

幼稚園」はなぜ変更 したのだろうか。そのことは

以下のように説明されている
°D。

幼稚園でも,身 近にある自然環境を最大限

に利用 した科学教育を柱とし,新 しい教育課

程を編成 。実施 していくことになつた。そこ

で,幼 。小 ・中連携を視野に入れ,幼 稚園教

育要領の 5領 域に示されている50の内容を以

下の視点で 4つ の領域に再構成することとし

た。

「附属幼稚園」の変更に対 し,筆 者はとりあえ

ず二つの疑間を呈 しておきたい。一つは,「かが

く」という領域のくくり (新設)が 幼稚園教育に

ヨ1染むのかどうかという問題である。また,そ れ

ぞれの内容を排除 したのではないと反論がなされ

ると予想はするが,領 域名から 「健康」,「人間関

係」それに 「言葉」が除かれたことは,た んに領

域名の文言上の変更だけに止まらない重大な意味

があるのではないか。時間や紙幅に限界がありこ

こでは詳述できないが,筆 者は,幼 児教育の本質

に関わる問題だと憂慮 している。

(2)知 的教育 ,科 学教育を重視 した実践 (研究)

について

日本の幼稚園教育実践は, どちらかといえば知

的教育やそれと関連する科学教育に消極的であつ

た。本格的な教育は小学生期から始まるという伝

統的な教育観の影響によるものである。筆者は,

幼児期に相応 しい知的教育,科 学教育は従来以上

に積極的になされる必要があると考えているし,

幼 ・小の連携をはかるためのカリキュラム作 りの

一層の推進にも反対ではない。

幼児期の知的教育や科学教育を推進 しようとす

る場合,確 認 しておかなければならないことがあ

るように思われる。それは何かといえば,前 。現

「要領」はそのことに決して消極的ではない,と

いうことであるd以 下,文 部省の資料をもとに客

観的に検証 していこう。現 「要領」は平成10年7

月に行われた教育課程審議会答申を受けて改訂さ

れた。この答申には,「要領」改訂の基本方針と

していくつかの事項が上げられている。関連箇所

を引用 してみたい
K121。

③ 豊かな生活体験を通して自我の形成を図

り,生 きる力の基礎を培うため,次 のよう

な事項が全体を通 じて十分に達成できるよ

うに 「ねらい」及び 「内容」を改善するこ

と

ア 心 身の健康を培う活動を積極的に取 り

入れるとともに,幼 児期にふさわ しい道

徳性を生活の中で身に付けるよう指導を

充実すること

イ 自 然体験,社 会体験などの直接的,具

体的生活体験を重視すること

ウ 幼 児期にふさわしい知的発達を促す教

育の在 り方を明確に示すこと

工 自 我が芽生え, 自己を抑制 しようとす

る気持ちが生まれる幼児期の発達の特性

に応 じたきめ細かな対応を図ること

オ 集 団とのかかわりの中で幼児の自己実

現を図ること

④ 小 学校との連携を強化する観点から,幼

稚園における主体的な遊びを中心とした総

合的な指導から小学校への一貫した流れが

できるよう配慮すること
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教育課程審議会答申のこの基本方針は,現 「要

領」の中でつぎのように具体化されることになつ

た。以下はその関連箇所の抜粋である
(D。

幼児が,遊 びの中で周囲の環境とかかわり,

次第に周囲の世界に好奇心を抱き,そ の意味

や操作の仕方に関心をもち,物 事の法則性に

気付き, 自分なりに考えることができるよう

になる過程を大切にすること。 (「環境」の

「内容の取扱い」(1))

幼児期において自然のもつ意味は大きく,

自然の大きさ,美 しさ,不 思議さなどに直接

触れる体験を通 して,幼 児の心が安らぎ,豊

かな感情,好 奇心,思 考力,表 現力の基礎が

培われることを踏まえ,幼 児が自然とのかか

わ りを深めることができるように工夫するこ

と。(「環境」の 「内容の取扱い」(2))

……・数量や文字などに関 しては, 日常生活

の中で幼児自身の必要感に基づく体験を大切

にし,数 量や文字などに関する興味や関心,

感覚が養われるようにすること。 (「環境」

の 「内容の取扱い」0))

幼稚園においては,幼 稚園教育が,小 学校

以降の生活や学習の基盤の育成につながるこ

とに配慮 し,幼 児期にふさわ しい生活を通 し

て,創 造的な思考や主体的な生活態度などの

基礎を培うようにすること。 (「一般的な留

意事項」の(8))

これまで現 「要領」における知的教育,科 学教

育の考え方を引用 してきた。上記の引用内容を踏

まえるならば, これからの知的教育や科学教育の

実践的課題がはつきりしてくるのではないか。そ

れは,「附属幼稚園」の実践 (研究)に 見られる

ように,領 域 「かがく」を新設 してそれを中`心に

据えた教育課程 (指導計画)を 編成 (作成)し ,

実践をすることではなく,現 「要領」の中に示さ

れているような,幼 稚園教育の特性を損うことな

しに幼児期に相応 しい知的教育,科 学教育の考え

方を,実 践の中で積極的に具体化 しようとするこ

とではないだろうか。ここで,「(実践)研 究は分

析的に,実 践は総合的に」という幼稚園教育にお

ける実践 ・研究スタイルの原則を,あ らためて確

認 しておきたい。

(3)「 すぐに使えるノ自然を生かした実践資料集」

の配布について

最後に,本 年度の同国の研究会で参会者に配布

された上記タイ トルの資料集について,筆 者の意

見を述べてみたい。この資料集の中には,「サク

ラ茶づくり」,「ヨモギ団子づくり」,「さわ し柿 ・

干 し柿づくり」,「たくあんづくり」など10数種類

の活動をとり上げ,そ の活動のねらいや,そ のた

めの材料 ・用具などが紹介されているのである。

筆者は,作 成者の熱意 。努力は十分に認めつつも,

使用のされ方によつて, この資料はプラスにだけ

でなく,マ イナスに作用する可能性を有 している

ことを指摘 したい。

39年版 「要領」の告示に伴い,文 部省が領域別

の指導書とともに出版 した 『幼稚園教育指導書

一般編』を想起 していただきたい。200ページ近

い本書の第 4章 のタイ トルは,「望ましい経験や

活動」である。そこでは,本 書全体の半分のスペ
ー

スを割き 「ボール遊び」,「砂遊び」,「飼育栽培」

等,14種 類の具体的な活動がとり上げられている。

そ して,そ れぞれの活動について,そ の教育的意

義や指導上の留意点等が示されているのである。

ところで,文 部省は,前 「要領」の告示以降,

こうした具体的な活動について説明した資料を作

成 したり,公 表 したりすることを
一
斉止めている。

それはなぜなのか。その背景には 「要領」におけ

る 「活動」観の転換がある。39年版 「要領」では,

「活動」はつぎのように説明されていた。   ―

幼児の経験や活動の選択,配 列にあたつて

は,第 2章 に示す事項をじゅうぶん考慮する

とともに,幼 児の生活経験に即 した適切なも

のを選び,そ れが相互に関連 しあうように配

列すること。(「指導計画作成上の留意事項」

の(2))

幼児の経験や活動の配列にあたつては,静

的と動的,屋 内と屋外,個 人とグループなど

のいろいろな経験や活動をかたよりなく指導

できるようにすること。 (「指導計画作成上

の留意事項」の(3))

それに対 し,前 。現 「要領」の 「活動」につい

ての説明は,つ ぎのように変化 しているのである。



幼児の行う具体的な活動は,生 活の流れの

中で様々に変化するものであることに留意し,

幼児が望ましい方向に向かつて自ら活動を展

開 していくことができるよう必要な援助をす

ること。(「一般的な留意事項」の(2))

このように,文 部省は幼稚園における幼児の活

動の中心を,「教師が選択 し,配 列する活動」(設

定的な活動)か ら 「幼児が選択 し,展 開する活動

(遊び)」へと転換させた。とはいえ,「活動」観

が転換されたからといつて,実 践における 「活動」

についての理解が不必要になるわけではない。な

ぜならば,「活動」観がどのようなものであるに

しても,教 師の指導は幼児の活動を通 してなされ

るものだからである。

「活動」観を転換させた文部省は, こうした活

動のもつ意味を承知 しつつ,「活動」観が39年版

「要領」のそれへと逆戻 りすることを恐れて,具

体的な活動をとり上げた資料の作成 ・公表を止め

たのである。筆者が危惧するのは,「附属幼稚園」

の配布 した 「すぐに使えるノ自然を生か した実践

資料集」が,場 合によつてはこうした方向へ向かつ

て用いられはしないか, ということにほかならな

い 。
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